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1. 組織の概要 

事業所名及び代表者氏名 株式会社金子商事 代表取締役 金子孝 

所在地 埼玉県所沢市南永井767-5 

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 環境管理責任者 金子孝 04-2944-4097 

事業活動の内容  古紙類収集運搬業務 

 古紙類選別・圧縮・梱包業務、古紙類売買業務 

 重要機密書類溶解処分 

 産業廃棄物収集運搬業務 

 再生資源回収業務 

法人設立年月日 昭和 60 年 2 月 1 日 

資本金 5,000 万円 

売上高 6 億 8200 万円 

許
可
の
内
容 

 埼玉県 東京都 

事業の範囲 事業の区分 収集運搬 

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス

くず・コンクリートくず・陶磁器くず、がれき類 

許可番号 01102016665 13-00-016665 

許可年月日 令和元年 12 月 10 日 令和元年 10 月 28 日 

許可の有効年月日 令和 6 年 10 月 13 日 令和 6 年 10 月 27 日 

従業員数 23 人 

事業所敷地面積 2,584.33 ㎡ 

施設等の状況 大型古紙梱包機 2 基 2.5t バッテリーフォーク 2 台 

2t 車平ボディ 6 台 1.5t エンジンフォーク 1 台 

8t 車ウイング 1 台 4.0t エンジンフォーク 1 台 

2t パッカー車 2 台 ベールクランプ 2 台 

4t パッカー車 11 台 営業車 3 台 

4t 車アームロール 2 台 2.5t ショベルローダー 1 台 

処理実績 古紙等総処理量 33,492t (2022 年 2 月～2023 年 1 月) 

産業廃棄物収集運搬量 23.5t (2021 年 4 月～2022 年 3 月) 
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2. 対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日 

対象範囲（認証・登録範囲） 組織 埼玉県所沢市南永井767-5 

活動  古紙類収集運搬業務 

 古紙類選別・圧縮・梱包業務、古紙類売買業務 

 重要機密書類溶解処分 

 産業廃棄物収集運搬業務 

 再生資源回収業務 

レポートの対象期間 2022年2月1日～2023年1月31日 

レポートの発行日 2023年3月22日 

3. 環境経営方針 

 

環境経営方針 

 

株式会社金子商事（以下「当社」という）は、環境への取組みを重要な経営課題と位置付け、古紙等の再生資

源回収及び産業廃棄物収集運搬を通じ、循環型社会の形成に貢献するため、次の通り、環境負荷の継続的な低

減に取組みます。 

1. エコアクション 21 に基づく環境経営システムを構築、運用、維持し、環境への取組の継続的な改善を図りま

す。 

2. 特に次の事項に取組みます。 

 古紙等総処理量の拡大 

 二酸化炭素排出量の削減 

 廃棄物の排出量の削減 

 総排水量の削減 

3. 適用される環境関連法規を遵守します。 

4. 全従業員にこの環境経営方針を周知徹底します。 

 

制  定  日：2017 年 7 月 1 日 

最終改定日：2022 年 4 月 28 日 

株式会社金子商事 

代表取締役 金子孝 

本社 顧客 

古紙、再生資源の回収 

産業廃棄物収集運搬 

古紙、再生資源の 

選別・圧縮・梱包 

製紙工場 

中間処理施設 

リサイクル工場 

古紙 

再生資源 

(ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙなど) 

産業廃棄物 



4. 環境経営目標 

項目 単位 

2017～2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

基準実績 ※1 環境経営目標 

2017/2～2020/1 2020/2～2021/1 2021/2～2022/1 2022/2～2023/1 

二酸化炭素排出量 kg-CO2/千 t※2 12,508 12,383 12,258 12,133 

電気 kWh/千 t ※2 5,448 5,394 5,339 5,285 

灯油 ℓ/千 t ※2 393 389 385 381 

ガソリン ℓ 4,519 6,710 6,642 6,575 

軽油 ℓ/千 t ※3 9,815 9,717 9,619 9,521 

産業廃棄物 ｔ 4.56 4.51 4.47 4.42 

古紙等総処理量 t 34,446 34,790 35,135 35,479 

※1 3 年間の平均値 ※2 古紙等総処理量千 t 当たり ※3 古紙等自社回収量千 t 当たり 

 

5. 環境経営計画 

項目 計画 

二
酸
化
炭
素 

排
出
量 

電気 不要な照明の消灯/空調の適温化（冷房 28 度程度、暖房 20 度程度）/使用していない部屋の空調停止 

梱包機メーカーに相談 

灯油 フォークリフトの点検 

ガソリン エコドライブの推進 

走行距離の短縮化 軽油 

産業廃棄物 廃棄物の分別、リサイクル 

古紙等総処理量 新規顧客の開拓 

 

6. 環境経営目標の実績及び次年度の環境経営目標 

項目 単位 

2022 年度 2023 年度 

環境経営目標 実績 環境経営目標 

2022/2～2023/1 2022/2～2023/1 2023/2～2024/1 

二酸化炭素排出量 kg-CO2/千 t※2 12,133 13,355 12,877 

電気 kWh/千 t ※2 5,285 5,725 5,558 

灯油 ℓ/千 t ※2 381 186 ― 

ガソリン ℓ 6,575 4,170 4,798 

軽油 ℓ/千 t ※3 9,521 11,203 12,310 

産業廃棄物 ｔ 4.42 1.46 1.92 

古紙等総処理量 t 35,479 33,492 34,496 

※1 3 年間の平均値 ※2 古紙等総処理量千 t 当たり ※3 古紙等自社回収量千 t 当たり 

＜購入電力の排出係数＞㈱サニックス：0.486kg-CO2/kwh 

＜二酸化炭素排出量＞447,276kg-CO2 

＜古紙等自社回収量＞ 11,365t 



7. 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

項目 計画 評価 次年度の取組 

二
酸
化
炭
素 

排
出
量 

電気 不要な照明の消灯 

空調の適温化（冷房 28 度程度、暖房 20 度程度） 

使用していない部屋の空調停止 

要観察 継続実施 

梱包機メーカーに相談 問題なし 継続実施 

灯油 フォークリフトの点検 問題なし 灯油の消費はなくなった 

ガソリン エコドライブの推進 

走行距離の短縮化 

問題なし 

要観察 
継続実施 

軽油 

産業廃棄物 廃棄物の分別、リサイクル 問題なし 継続実施 

古紙等総処理量 新規顧客の開拓 
問題なし 

潜在顧客との接点を維持することで

新規顧客の開拓につなげる 

 

8. 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 

当社に適用される環境関連法規等は、主に廃棄物の処理及び清掃に関する法律、埼玉県生活環境保全条例、所沢

市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例などであるが、いずれも適切に対応しており、違反はありません。 

また、訴訟、苦情等もありません。 

 

9. 代表者による全体評価と見直しの結果 

当社の環境に大きな影響を与えている環境負荷は、軽油及び電力です。電力は 8.3%、軽油は 17.7%目標を超過

したため、二酸化炭素の目標を 10.1%超過しました。古紙等総処理量は、5.6%に達しませんでした。 

昨年電力消費量が目標を 5%弱超過していたため、梱包機メーカーに相談したところ、インバータ制御が故障しているこ

とが判明しました。このため修繕を依頼しましたが、半導体不足のため、部品が調達できず、いまだ修理が行われていませ

ん。電力については、インバータの故障が原因であるため、部品調達が可能になり次第修繕を行うことで改善する見込み

です。 

軽油は、構内作業車を灯油から軽油に切り替えたことが、目標超過の主な要因ですが、17.7%のうち、どの程度が灯油

からの切替に起因するものであるか判別することは困難です。 

2021 年度古紙需要統計（古紙再生促進センター）によると国内の古紙回収量は 2013 年以降減少傾向にありま

す。当社では、古紙等総処理量を逓増させることを前提に目標値を設定していましたが、実際はここ数年市場全体の古

紙回収量に近い処理量で推移しています。このことから目標値の設定が適切でなかったものと考えられます。 

環境経営目標を達成することはできませんでしたが、ある程度原因は特定されているため、環境経営方針及び実施体制

については変更せず、一部、環境経営目標及び環境経営計画を見直し、現実的な目標を設定することで、2023 年度

の環境経営に取り組んでいきます。 


